
第６学年   算数科学習指導案 

 

１ 日時・場所 令和８年（２０２６年） １０月９日（金） １４：００～１４：４５   ６年３組教室 

２ 単元名 「 角柱と円柱の体積 」 

３ 本授業の提案 

立体については、第４学年で直方体、立方体を学習したことに続き、第５学年では角柱、円柱を学習し、直

方体、立方体も角柱の仲間であることを学習してきた。立体の体積については、第５学年で直方体や立方体

を取り上げ、体積の概念とその単位の理解から、直方体、立方体の体積公式を導く学習を行っている。また、

いろいろな図形の面積を求めることは、第５学年で四角形や三角形を、第６学年で円について指導してきて

いる。本単元では、これらの既習事項を生かして角柱や円柱の体積公式を導き、計算によって体積を求める

ことができるようにすることがねらいとなる。 

本時では、直方体や立方体を組み合わせた複合図形の体積も角柱とみることで、「底面積×高さ」の式で

求められることのよさに気づかせることをねらいとする。第５学年では、複合図形を２つに分けたり、直方体か

ら一部を引いたりして体積を求めている。本単元では、角柱の体積の公式が使えるかどうかと考えさせ、ある

面を底面とみることによって、角柱ととらえることで「底面積×高さ」の公式で体積を求められることの便利さ

に気づき、公式のよさを確認したい。第５学年で既習の複合図形の体積をより簡単に計算で求められること

を子どもが気づき、主体的に考え、取り組むことを期待している。 

 

 〈研究テーマに繋がる要素〉 

① 知りたい！：見方を変えることで新しい発見がある。 

② 話したい！：５年生の方法と比較し、対話を通して理解する。 

③ できるようになりたい！：公式の良さを実感し、自分でも使いたくなる。 

４ 現状の児童の様子と手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元指導計画（全  ５時間 本時  ４／５時） 

第１時 四角柱の体積の求め方を理解する。 

第２時 角柱の体積の求め方を理解する。 

第３時 円柱の体積の求め方を理解し、角柱、円柱の体積の求める公式を考える。 

第４時（本時） 直方体を組み合わせた図形の体積の求め方を、角柱とみて考え、図や式を用いて説明する。 

第５時 学習内容の習熟と定着 

気になる子の困りと今の姿 

・問題に対する見通しがつか

ず、手が止まる。 

・理解したつもりになり、説明

するとなると自信がない。 

・立体の見えない部分を想

像することが苦手。（空間認

知の弱さ） 

授業での具体的方策 

・何を求めるのか、底面はどこ

なのかなど手順を確認する。 

・ペアや全体で説明する活動

を設定し、説明の視点や型を

示すことで、自信をもって考え

を伝えられるようにする。 

・デジタル教科書を活用し、見

えない部分の可視化をする。 

 

期待する姿 

・困ったときに、友達や先生

を頼ったり、手がかりとなる

図や既習事項を活用したり

する。 

・自信がなくても、まずはやっ

てみようと挑戦する。 

・底面はどこか、高さはどこ

か正しく見つけて理解する。 

 



６ 本時の目標（４／５時） 

直方体を組み合わせた図形の体積の求め方を、角柱とみて考え、図や式を用いて説明することができる。 

７ 本時の展開 

学習活動 指導上の留意事項・手立て 

1． 問題の提示（１０分） 

・先生の求め方を考える。 

・考えを共有する。 

 

 

 

 

 

 

２．本時のめあてを確認する。 

 

 

 

３．自力解決（５分） 

 

 

 

 

 

 

４．全体共有（１５分）（３人班→全体） 

・「５年生の時の求め方」と「底面積×高さで求

める方法」を比較する。  

・公式を用いて求めることの便利さについて考え

る。 

 

 

５．チャレンジタイム（１０分） 

 

 

 

６．ふりかえり（５分） 

 

・問題提示の際に、５年生の教科書に掲載されて

いる図を提示する。「奥行きはどのようになって

いるか」など、立体の見方に着目できるように働

きかける。 

 

 

・先生の求め方を提示する。 

「（８×４×６）＋（８×５×４）＝３５２」 

・５年生で学習したことを確認する。 

 

 

 

 

・実物を用意する。 

・解決に困っている児童には、立体を傾けて捉え

たり、底面をＬ字型と見たりする考え方を促す。 

・「立体を〇〇と見た。式にすると〇〇となる。」

という形で考えを整理できるようにする。 

 

 

・計算が楽なのはどちらか考えられるように促

す。 

 

 

 

 

 

・問題の見通しが持てるように、底面をどこと見

るのか確認する。 

 

 

 

 

 

授業の視点   □他者と協働して主体的に取り組む学習活動 

        □AI、タブレットを活用した個別最適な学び 

        □思考・判断・表現力を育成する言語活動の充実 

めあて：底面積×高さの式が使えそうか考えよう。 

✓ 

③ 

奥もありそう！ 

ここで区切って考えたのかな？ 

向きを変えたらできそう！ 

今までと比べると… 

✓ 


